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陽光「さん」と輝く人材を育てるために

コミュニティ・スクール
地域とともにある学校づくり

学校運営協議会で熟議

地域学校協働活動
学校を核とした地域づくり

環境美化活動

さまざまな体験活動

学習活動の支援



校 長
学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

　菊陽町は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組む「地域とともにある学校づくり」を
目指し、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくた
めに、学校運営協議会を設置しています。
　コミュニティ・スクールは、学校運営協議会を設置している学校をいいます。

コミュニティ・スクールとは

　学校支援活動、放課後等の学習活動、体験活動等、学校と地域が組織的に連携・協働する体制づくりを
行うために、生涯学習課に事務局を置き、地域学校協働活動推進員が学校と地域をつなぐコーディネーター
をしています。

地域学校協働本部とは
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①組織的な連携・協働体
制がそのまま継続でき
ます。

②子供たちがどのような
課題を抱えているの
か、地域でどのような
子供を育てていくの
か、何を実現していく
のかという目標・ビジョ
ンを共有できます。

③関係者がみな当事者意
識をもち、役割分担を
もって連携・協働によ
る取組ができます。

●協働活動

●放課後等の
　 学 習 活 動
●体験活動

…

…

…

地域人材育成、郷土学習、
協働防災訓練、学習・部活動
等支援、花壇整備、登下校
の見回り　等
放課後、土曜日、休日におけ
る学習、スポーツ活動　等
社会奉仕体験活動、自然体
験活動、職場体験活動　等

●校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
●学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べることができる。
●教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べることができる。

学校運営に
関する意見

教職員の任
用に関する
意見

メリットは？

学校運営協議会

説明

承認

説明

意見
情報提供 支援活動

保護者・地域住民等

学校運営協議会の主な役割

学校運営協議会
地域学校協働活動

学 校
地域学校協働本部

地 域

地域学校協働活動推進員

（委員）保護者代表・地域住民
　　　  地域学校協働活動推進員  など

【地域と学校をつなぐコーディネーターの役割】
・地域住民と学校との情報共有
・地域住民等への助言　等

学校運営への必要な支援に関する協議

地域
住民

企業・
NPO文化

団体
スポーツ
団体保護者 PTA 社会教育

施設・団体

学校運営協議会と地域学校協働本部は、両輪となって
未来を担う子供たちの成長を支えます



基本的な流れ

ボランティアを
したい人

お手伝いを
してほしい
地域団体

こんな支援を
してもらいたい

ボランティア活動をつうじて
いろいろな出会いがあり、
いろいろな｢繋がり｣ができる。

地域の方

地域団体の方

学校

保護者

子供たち

子供たちにお手伝いを
してもらって、
とても助かった！

普段は目の届かないところも
ボランティアの方のおかげで
目が届くようになりました。

授業や登下校などを
地域の方に見守って
もらえて安心です！

地域の方にほめてもらったり、
はげましてもらって
とても嬉しいです！

地域の方と
知り合いがふえて、
とても嬉しいです！

子供たちの為に
学校でボランティア
をしたい

学　校

活動後の声

地域学校協働
活動推進員に
相談!!

ボランティア活動の決定

事前の打ち合わせ

ボランティア活動の実施

　地域学校協働活動とは、地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、民間企業、
団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支えると
ともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連
携・協議して行う様々な活動です。

地域学校協働活動とは

子供たちに
こんなお手伝いを
してもらいたい

菊陽町の菊陽町の地域学校協働活動地域学校協働活動
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今年度の協働活動実績

その他の協働活動事例

今年度は、従来どおりの活動が実施できました。皆様のご協力に感謝いたします。

大正琴指導 福祉体験 あいさつ運動
読み聞かせ 戦争体験講話 学校環境整備活動 米作り体験
門松づくり キャリア教育 芋植え・芋掘り体験 下校見守り

ゴーヤカーテンづくり 防災クッキング 菊陽音頭指導 工作指導
理科学習支援 校外学習引率 手縫い・ミシン学習支援

登校指導



　アフターコロナの活動として、生徒と地域の方々が関わる機会を大切
にしてきました。学校運営協議会委員の方々と生徒会執行部や常任委員
会の委員長副委員長が協力して、学校の花壇等に花苗を植えたり、学校
をよりよくする活動について議論したりすることができました。また、
以前実施していた「読み聞かせ」も学校運営協議会委員さんの後押しに
より復活しました。今後も生徒・保護者の方々・教師・学校運営協議会
の方々で一丸となって進めていきます。

　本校は、学校教育目標「ふるさとと人を愛し、自らの夢に向かって力強く歩み続ける子どもの育成」の
もと、「進んで学び考え想像する子ども」、「自分や他人を大切にし、思いを伝え合う子ども」、「夢に向かっ
てチャレンジを続ける子ども」の育成を目指す教育活動を進めています。学校運営協議会の皆様には、学
校や児童の成長のために様々な場面で協力していただいています。児童が夢の実現に向かって進んでいけ
るよう、学校、家庭、地域が一体になって取り組んでいます。

【布田　俊会長から】
　TSMC進出等により北小学校の周囲の環境が
大きく変化しております。道路が整備され、住宅も
増えて交通量が多くなっております。また、児童数
も増えており、新校舎も建設されています。このよ
うな環境の中、私が子供たちに望むことは、常に何
事に対しても全力で取り組むことです。失敗を恐れ
ていては何もできません。未来へ向かって元気よく
頑張っていくことができるように支えていきます。

こんな取組を進めています

コミュニティ・スクール実践紹介

【園田　秀明会長から】
　「安心・安全」「いじめ・不登校対策」「地域連携」の
３つの部会で活動しています。地域連携部会では、夢街光
の森会の秋祭りのボランティアとして生徒が協力しました。
安心・安全部会では、PTA地区委員会にて作成中の「通
学路の危険箇所」を来年度活用して、下校見守りを行う予
定です。いじめ・不登校対策部会でも様々な話ができまし
た。生徒と一緒に花壇の花植えも実施でき、今後も連携で
きることを考えていきます。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

菊陽北小学校 （児童数　529名、学校運営協議会委員　14名）

武蔵ヶ丘中学校 （生徒数　858名、学校運営協議会委員　12名）

地域とともにある学校づくり


